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図3.被覆材の違いによるへアレスラットの皮膚欠損創の治癒日数
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（テガダームの具体的な実験結果は割愛するが、テガダームの治癒日数は、おおよそ 20日で
あった。）
④まとめ
カルボキシベタイン型高分子は、他の被覆材に比べ、有意に創傷治癒日数を短縮させるこ
とを示した。その効果は、おおよそ2日の短縮であった。
【プロジェクト成果】 なし
【プロジェクト成果の応用・効果・構想、】「創傷被覆材」特許出願予定（平成 19年4月）
【利用設備】 なし
